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(57)【要約】
【課題】　簡易な構成で複数色の優れた表示態様を実現
できるバックライト装置を提供する。
【解決手段】　予め定められた複数の表示領域を有し各
々の表示領域に対応した表示態様を表示する液晶表示パ
ネルの背面に設けられた第一の拡散シートと、第一の拡
散シートの背面で液晶表示パネルの表示面に対して垂直
方向側面に光入射部を有する第一の導光部材と、液晶表
示パネルの表示面に対して平行となるように設けられ第
一の拡散シートの側面から当該拡散シートに光を入射さ
せる第一の光源とを含む第一のバックライト部と、液晶
表示パネルの背面に設けられた第二の拡散シートの背面
に設けられ液晶表示パネルの表示面に対して垂直方向側
面に光入射部を有する第二の導光部材と、液晶表示パネ
ルの表示面に対して平行となるように第二の拡散シート
の側面から当該拡散シートに光を入射させる第二の光源
とを含み、表示領域に対応して設けられる第二のバック
ライト部を備える。
【選択図】図４
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　予め定められた複数の表示領域を有し各々の表示領域に対応した表示態様を表示する液
晶表示パネルの背面に設けられる液晶表示装置用バックライト装置であり、
　前記液晶表示パネルの背面に設けられた第一の拡散シートと、前記第一の拡散シートの
背面に設けられ前記液晶表示パネルの表示面に対して垂直方向側面に光入射部を有する第
一の導光部材と、前記液晶表示パネルの表示面に対して平行となるように設けられ前記第
一の導光部材の側面から当該導光部材に光を入射させる第一の光源とを含む第一のバック
ライト部と、
　前記液晶表示パネルの背面に設けられた第二の拡散シートと、前記第二の拡散シートの
背面に設けられ前記液晶表示パネルの表示面に対して垂直方向側面に光入射部を有する第
二の導光部材と、前記液晶表示パネルの表示面に対して平行となるように前記第二の導光
部材の側面から当該導光部材に光を入射させる第二の光源とを含み、前記表示領域に対応
して設けられる第二のバックライト部と、
　前記液晶表示装置の表示態様、及び、当該表示態様が予め定められた特定の表示態様と
なったときに前記第二の光源の点灯状態を制御する表示制御部と、
を備える液晶表示装置用バックライト装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、複写機など各種機器の状況を表示する液晶表示装置の液晶表示パネルを照明
するバックライト装置に関する。
【背景技術】
【０００２】
　従来、複写機や印刷機などの各種機器には、操作状況等当該機器の状態を表示するため
の液晶表示装置が備えられている。この液晶表示装置に用いる液晶パネルは、自ら発光し
ないためその照明装置として一般にバックライト装置が用いられる。
【０００３】
　図８は、上述のようなバックライト装置を備える液晶表示装置の一例である。液晶表示
装置は、構成要素として一般的に光入射部３，光源４，導光部材５，拡散シート６を有し
、液晶表示パネル２の背面（表示面とは反対面）に設けられて液晶表示装置を照明する。
【０００４】
　光入射部３は、例えば白色ＬＥＤ（Light Emitting Diode）や冷陰極管などの光源４か
らの光を液晶表示パネル２の側方から導光部材５に導入する。導光部材５内を反射した光
は、液晶表示パネル２側に出射し、拡散シート６によってこの液晶表示パネル２の表示面
全面に拡散される。その結果、液晶表示装置は、バックライト装置によって表示面全面が
適切に照明される。
【０００５】
　ところで、上述のようなバックライト装置を用いる各種装置の状態表示に用いられる液
晶表示装置は、一般的に簡素な表示態様が用いられることが多いなどの理由により、いわ
ゆるモノクロ液晶表示が多用されている。しかしながら、これら各種機器用の液晶表示装
置においても、近年はユーザの利便性向上などの理由により複数色表示化など様々な表示
態様を提供可能な技術が鑑みられている（例えば、特許文献１から４参照。）。
【０００６】
　ここで、特許文献１及び２の技術は、液晶パネルの背面に複数色のバックライトと発光
色ごとに仕切り部材を設け、電子機器の状態に応じてバックライトの発光色を変化させて
いる。
【０００７】
　また、特許文献３及び４の技術は、バックライトに小孔を設けた部分照明バックライト
手段を有し、小孔の裏に設けた背面ＬＥＤの点灯状態によってわかりやすい表示をしてい
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る。
【特許文献１】特開２００４－２５８４０１号公報
【特許文献２】特開２００４－１４５１６８号公報
【特許文献３】特開２００５－１７３３０９号公報
【特許文献４】特開２００５－１７２９８５号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００８】
　しかしながら、上述の特許文献に係る技術を含め、従来の技術では例えば以下のような
問題があった。
　すなわち、特許文献１から４のような構成では、仕切り部材や壁あるいは小孔などを設
けて表示態様と発光色とを区分してあるものの、発光しているバックライトと発光してい
ないバックライトとの区分が不鮮明になりがちであった。また、上記特許文献１から４の
ような構成では、同一の色で全面を発光させることができなかった。なお、特許文献１か
ら４の技術では、液晶表示手段を背面から直接照射していた。
【０００９】
　従って、これら従来の技術では、ユーザの視認性などの観点から複数色を用いて優れた
表示態様を提供できるとは言いがたかった。
【００１０】
　本発明は、以上の問題に鑑みてなされたものである。すなわち、本発明の課題は、液晶
表示装置において簡易な構成により複数色を用いて優れた表示態様を実現できるバックラ
イト装置の技術を提供することにある。
【課題を解決するための手段】
【００１１】
　上記課題を解決するために、本発明は以下の手段とした。
【００１２】
　すなわち、本発明のバックライト装置は、予め定められた複数の表示領域を有し各々の
表示領域に対応した表示態様を表示する液晶表示パネルの背面に設けられ、液晶表示パネ
ルの背面に設けられた第一の拡散シートと、第一の拡散シートの背面に設けられ液晶表示
パネルの表示面に対して垂直方向側面に光入射部を有する第一の導光部材と、液晶表示パ
ネルの表示面に対して平行となるように設けられ第一の導光部材の側面から当該導光部材
に光を入射させる第一の光源とを含む第一のバックライト部と、液晶表示パネルの背面に
設けられた第二の拡散シートと、第二の拡散シートの背面に設けられ液晶表示パネルの表
示面に対して垂直方向側面に光入射部を有する第二の導光部材と、液晶表示パネルの表示
面に対して平行となるように前記第二の導光部材の側面から当該導光部材に光を入射させ
る第二の光源とを含み、表示領域に対応して設けられる第二のバックライト部と、液晶表
示装置の表示態様、及び、当該表示態様が予め定められた特定の表示態様となったときに
第二の光源の点灯状態を制御する表示制御部と、を備える。
【００１３】
　本発明のバックライト装置は、第一のバックライト部と第二のバックライト部とを有す
る。第一のバックライト部が液晶表示装置の表示画面全体を照明し、第二のバックライト
部が複数の表示領域の一つの照明をする。すなわち、本発明のバックライト装置は、液晶
表示装置全体を第一のバックライト部により通常の白色光源で照明し、特定の表示態様を
表示する表示領域については第二のバックライト部によりこの表示態様に対応した発光色
の光源で照明する。
【００１４】
　従って、本発明によれば、簡易な構成により複数色を用いて優れた表示態様を実現でき
る技術を提供することができる。
【発明の効果】
【００１５】
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　本発明によれば、簡易な構成により複数色を用いて優れた表示態様を実現できる技術を
提供することができる。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１６】
　以下、図面を参照して本発明の液晶表示装置を実施するための一実施の形態を説明する
。以下の実施の形態の構成は例示であり、本発明は実施の形態の構成に限定されない。
【００１７】
　<バックライト装置の構成>
　本実施の形態に係るバックライト装置の構成について説明する。本実施の形態において
、このバックライト装置を備える液晶表示装置は例えば複写機の操作盤に取り付けられる
。そして、液晶表示装置は、この複写機の設定情報、エラー表示など複写機から提供され
るこれら表示内容に関する情報を表示して、ユーザの複写機の操作を補助している。
【００１８】
　図１から図３は、本実施例にかかるバックライト装置を備える液晶表示装置を示す図で
あり、図１が表示画面を正面とした図、図２が図１における短手方向の断面（縦断面）か
ら見た図、図３が図１における長手方向の断面（横断面）から見た図である。
【００１９】
　本実施の形態における液晶表示装置１０は、文字及び画像情報を表示する。ここで、液
晶表示装置１０は、液晶表示画面上に予め定められた複数の表示領域を有し各々の表示領
域に対応した表示態様を表示する。
【００２０】
　また、液晶表示装置１０は、表示画面（液晶表示パネル１１）を照明する装置として、
液晶表示装置１０の表示画面全体を照明する第一のバックライト２０と液晶表示装置１０
の予め定められた領域を照明する第二のバックライト３０とを有するバックライト装置を
備える。
【００２１】
　第一のバックライト２０は、液晶表示装置１０の液晶表示パネル１１の背面に設けられ
る。この第一のバックライト２０は、拡散シート２１とその背面に設けられる導光部材２
２とその導光部材２２に光を導入する光源２３とからなる。
【００２２】
　導光部材２２は、液晶表示パネル１１の表示面に対する垂直方向側面に光入射部２２ａ
を有する。光源２３は、液晶表示パネル１１の表示面に対して平行となるように設けられ
る。また、第一のバックライト２０が液晶表示パネル１１の通常の照明として機能するた
め、光源２３の発光色は白色とするのが望ましい。
【００２３】
　このような構成により、光源２３が発した光は、光入射部２２ａから導光部材２２に入
射し導光部材２２内を反射して液晶表示パネル１１側に出射する。出射した光は、拡散シ
ート２１によって液晶表示パネル全面に拡散される。そして、以上の構成とそれによる作
用により、第一のバックライト２０は、液晶表示装置１０の表示画面全体を照明すること
ができる。
【００２４】
　次に、第二のバックライト３０について説明する。第二のバックライト３０の構成及び
作用は、基本的に第一のバックライト２０と同様である。すなわち、第二のバックライト
３０は、液晶表示装置１０の液晶表示パネル１１の背面（本実施の形態では第一のバック
ライト２０の背面）に拡散シート３１と導光部材３２と光源３３とを有し、液晶表示パネ
ル１１を照明する。
【００２５】
　ここで、第一のバックライト２０と第二のバックライト３０との相違点は、第二のバッ
クライト３０が液晶表示パネルにおける表示画面のうち所定の表示領域に対応する位置に
この表示領域に対応する数だけ設けられることにある。
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【００２６】
　すなわち、図１及び図２に示すように、本実施の形態において液晶表示パネル１１の表
示画面は、４つの表示領域１１ａから１１ｄに区分されて使用される。この表示領域１１
ａから１１ｄには、図４に示すように例えば各領域毎に予め定められた項目に関する文字
情報を表示する。
【００２７】
　そして、第二のバックライト３０は、上述の通りこの表示領域１１ａから１１ｄに対応
して４つ設けられている。つまり、第二のバックライトのそれぞれは、第二のバックライ
トの光源３３ａからの光が導光部材３２ａを介して表示領域１１ａを照明し、第二のバッ
クライトの光源３３ｂからの光が導光部材３２ｂを介して表示領域１１ｂを照明し、第二
のバックライトの光源３３ｃからの光が導光部材３２ｃを介して表示領域１１ｃを照明し
、第二のバックライトの光源３３ｄからの光が導光部材３２ｄを介して表示領域１１ｄを
照明する。
【００２８】
　第二のバックライト３０の導光部材のそれぞれは、液晶表示パネル１１の表示面に対す
る垂直方向側面に光入射部を有する。光源３３は、液晶表示パネル１１の表示面（導光部
材における光の進む方向）に対して平行となるように設けられる。この光源３３は、第一
のバックライト２０に用いる白色光源とは異なる発光色とする。つまり、光源３３に、例
えばＲＧＢの発光色を提供できるＬＥＤを用いるなどして、第一のバックライト２０とは
異なる発光色を得る。
【００２９】
　このような構成により、光源３３が発した光は、光入射部から導光部材３２に入射し導
光部材３２内を反射して液晶表示パネル１１側に出射する。出射した光は、拡散シート３
１によって液晶表示パネル面に拡散される。そして、以上の構成とそれによる作用により
、第一のバックライト３０は、それぞれが設けられる表示領域１１ａから１１ｄの表示画
面のみを照明する。
【００３０】
　以上のように構成される第二のバックライトは、複数の第二のバックライト３０のそれ
ぞれが対応する表示領域１１ａから１１ｄの何れかの表示態様が所定のものとなったとき
に、それぞれの光源３３が発光する。これにより、表示領域１１ａから１１ｄの何れかは
、第一のバックライト２０による発光色とは異なる発光色により照明される。
【００３１】
　また、液晶表示手段の表示態様、及び、当該表示態様が予め定められた特定の表示態様
となったときに第二の光源の点灯状態を制御する表示制御部を備える。
【００３２】
　<実施例１>
　本実施の形態に係るバックライト装置の実施例を説明する。
　図４は、本実施形態に係るバックライト装置の実施例を示す図である。本実施の形態に
おいて、表示領域１１ａから１１ｄは、例えば、表示領域１１ａならば、図４（ａ）の基
本画面ならば「コピーできます」、図４（ｂ）のエラー画面ならば「お待ちください」図
４（ｃ）のメニュー画面ならば「用紙設定」、図４（ｄ）のメンテ情報画面ならば「サプ
ライ情報」というように、それぞれの領域で表示する情報が予め定められている。
【００３３】
　図４(a)の基本画面において、上述の通り表示領域１１ａには「コピーできます」の文
字が表示されるが、このとき第二のバックライト３０の光源３３ａからは緑の発光色を放
っている。このため、表示領域１１ａは、第二のバックライト３０によって緑色に照明さ
れている。一方、表示領域１１ａを含む表示領域１１全体は、第一のバックライト２０の
光源２３から白色の発光色が放たれることにより白色で照明される。
【００３４】
　同様に、図４(ｂ)のエラー画面において、上述の通り表示領域１１ａには「お待ちくだ
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さい」の文字が表示されるが、このとき第二のバックライト３０の光源３３ａからは赤の
発光色を放っている。このため、表示領域１１ａは、第二のバックライト３０によって赤
色に照明されている。
【００３５】
　また、図４(ｃ)のメニュー選択画面では、上述の通り表示領域１１ａには「用紙設定」
の文字が表示されるが、このとき第二のバックライト３０の光源３３ａからは光を放って
いない。そのため、このメニュー選択画面では、表示領域１１ａは、他の表示領域１１ｃ
，１１ｄと同様に第一のバックライト２０からの白色照明のみで照明されている。
【００３６】
　一方で、表示領域１１ｂには「テスト印刷」の文字が表示されるが、このとき第二のバ
ックライト３０の光源３３ｂからは黄色の発光色を放っている。このため、表示領域１１
ｂは、第二のバックライト３０によって黄色に照明されている。
【００３７】
　図４(ｄ)のメンテ情報画面では、第二のバックライト３０の各表示領域１１ａ～１１ｄ
に対応したバックライト３０ａ～３０ｄの光源３３ａ～３３ｄからは発光せず、第一のバ
ックライト２０からの白色発光のみで照明を行なっている。
【００３８】
　以上のように、本実施の形態に係るバックライト装置によれば、簡易な構成により複数
色を用いて優れた表示態様を実現できる技術を提供することができる。
【００３９】
　<実施例２>
　本発明のバックライト装置に係る第二の実施例について説明する。
　図５は、第二の実施例に係るバックライト装置を備えた液晶表示装置の表示画面４０の
一例を示す図である。図６は、第二の実施例に係るバックライト装置の構成の一例を示す
図である。第二の実施例に係るバックライト装置が第一の実施例に係るバックライト装置
と異なる点は、図６に示すように表示領域４１ａから４１ｄの形態にあわせて第一のバッ
クライト部とは異なる位置に光源を設け光の進行方向を変えた第二のバックライト部５０
が構成されていることである。
【００４０】
　図５および図６において、例えば表示領域４１ａを緑色又は赤色、表示領域４１ｂを青
色、表示領域４１cを赤色、表示領域４１ｄを黄色で発光させたい場合には、各表示領域
に合わせた発光色の光源を配置する。また、表示領域４１ｅについては、白色のＬＥＤを
用いて第一のバックライト部によって照明される。
【００４１】
　第二のバックライト部５０は、各表示領域の形態にあわせた形状の導光部材を配置し、
光源からの光によって表示領域が照明される。すなわち、第二の実施例において、表示領
域４１ａは、バックライト部５０下方端部に配置された青色ＬＥＤ光源５３ａからの光が
光入射部から導光部材５２ａに入射した後内部を反射して表示領域４１ａを照明する。な
お、他の表示領域４１ｂから４１ｄについても同様であるため説明が省略する。
【００４２】
　<実施例３>
　本発明のバックライト装置の第三の実施例について説明する。
　図７は、第三の実施例に係るバックライト装置の一例を示す図である。この実施例に係
るバックライト装置６０が第一の実施例に係るバックライト装置と異なる点は、第一のバ
ックライト部７０と第二のバックライト部８０と重ね合わせずに配置したことである。つ
まり、この実施例の場合には、第二のバックライト部８０に対応する表示領域は第二のバ
ックライト部８０の発光色に対応した色（例えば赤又は緑色）でのみ発光することとなる
。
　第二のバックライト部８０に対応する表示領域を液晶の表示領域外（ドットエリア外）
に設け、装置の状態に対応した色で発光させることにより、実施例１よりもより簡易な構
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成で優れた表示態様を実現できる。
【図面の簡単な説明】
【００４３】
【図１】本発明の一実施の形態にかかるバックライト装置を備える液晶表示装置を示す図
である。
【図２】本発明の一実施の形態にかかるバックライト装置を備える液晶表示装置を示す図
であり、図１における短手方向の断面（縦断面）から見た図である。
【図３】本発明の一実施の形態にかかるバックライト装置を備える液晶表示装置を示す図
であり、図１における長手方向の断面（横断面）から見た図である。
【図４】本実施形態に係るバックライト装置の実施例を示す図である。
【図５】第二の実施例に係るバックライト装置を備えた液晶表示装置の表示画面の一例を
示す図である。
【図６】第二の実施例に係るバックライト装置の構成の一例を示す図である。
【図７】第三の実施例に係るバックライト装置の一例を示す図である。
【図８】従来のバックライト装置を備える液晶表示装置の一例を示す図である。
【符号の説明】
【００４４】
２　　液晶表示パネル
３　　光入射部
４　　光源
５　　導光部材
６　　拡散シート
１０　　液晶表示装置
１１　　液晶表示パネル
２０　　バックライト
２１　　拡散シート
２２ａ　　光入射部
２２　　導光部材
２３　　光源
３０　　バックライト
３１　　拡散シート
３２　　導光部材
３３　　光源
４０　　表示画面
４１　　表示領域
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